



Volatile Carbonyl Compounds Formed by Saccharomyces 
rouxii Y712 Isolated from Miso.
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TLC, Thin-layer : silica gel ; solvent systems :
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2,4-DNP qf authenfic c'aicbonyl comppunds :
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1 ) ; (B)=chloroform--petroleum ether ( 3
     3=furfural (yellow) ;
Thin-layer chrematograms of
4 =propi naidehyde ; '
  band ne. 2.
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TLC, Thin--layer: silica gel; solvent systems:(A).=CCId-n" hexane-ethyl acetate (10: 2 : 1)
(B)==benzene; (C)=ethyl acetate-n-hexane (2 : 3).
2,4--DNP of authentic carbonyl compounds:
  1za 2, 3-pentanedione (bis) ; 2=2, 3-hexanedione (bis).
                Fig.4. Thin--layer chromatograms of band no,3.
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牌Terttfitive］y　idcntified・
増加することを認めている。これらの他に18種アミノ
酸混合物の培地からベンズアルデヒドの生成を推定し
た．ベンズアルデヒドも味噌の香気成分として検出さ
れ14，］5｝，味噌に重厚味を与えていると言われる14）。ま
た，モの生因に関してもグルタミン酸，および炭酸ア
ンモニウムの培養液中に検出されなかったことから，
18種アミノ酸混合物中のフェニルアラニンよりの由来
が考えられる．なお，今原らjfi｝は供試酵母と同系統の
醤油の産膜性あるいは非産膜性酵母を用い，フェニル
アラニンからのベンズアルデヒドの生成を報告してい
る。TLCの結果より18種アミノ酸混合物からの2，3
一ヘキサンジオンの生成を推定した。この化合物も味
噌の揮発性カルポニル化合物として報告7｝したけれど
もT酵母による生成は現段階では指摘されておらず更
に検討が必要と考えられるeまた，味噌の揮発性カル
壌ニル化合物にはアセトアルデヒド以外に撮的に多い
ものとして，炭素lk　4，5の枝分かれアルデヒド等が存
在する！島，が，これらの生成は認められなかった。この
ことは他の味噌酵母についての検討も必要だが，枝分
かれアルデヒざの生因は主に味噌の褐変に伴うアミノ
酸の翫re醸εr分解によるものと推察される。
　　　　　　　　　要　　　約
　合成培地を使用して，味噌酵母であるSaccharo・
mPtces　rouxii　Y　712により生成される揮発性カルボ
ニル化合物にっいて検討した。
　合成培地は炭素源としてグルコース（1％），窒素
源は窒素量として0、1％，その種類は18種アミノ酸混
合物，グルタミン酸，炭酸アンモニウムの3種類．更
にこれらの培地に対し食塩含量がO％と10％の計6種
類の培地を使用した。
　揮発性カルボニル化合物を2，4－DNPとして分離
定量した結果，18種のアミノ酸混合物の食塩0％，10
％ではそれぞれ，7．58mg％，ユ1．34　m，g％の生成量が認
められた。また，グルタミソ酸の食塩0％，10％では
それぞれ，3．81πg彩，3．68皿g％，炭酸アンモニウムの
食塩O％，10％ではそれぞれ2．03　mg　％T　2．　31　mg％’であ
った。
　揮発性カルボニル化合物の生成に対する食塩の影響
は18種アミノ酸混合物を窒素源にした場合，食file％
の方がO％に比べ，L5倍量とわずかながら認められ
るが，他の窒素源については認められなかった。
　2，4－DNPをTLC，　UV，　GLC，　IR等の方法に
より，その構成揮発性カルボニル化合物の種類および
割合にっいて検討したところ，いずれの培地において
一88一
味噌酵母による揮発性カルボニル化合物の生成にっいて
も全揮発性カルポニル化合物の大部分（95．68～97．32
％）を占めたのがアセトアルデヒドで，っいで1％弱
のジアセチルであった。また，18種アミノ酸混合物を
窒素源にした場合，ベンズァルデヒドを食塩0％，10
％の培地でそれぞれユ．37％，α31％認め，更にTLC
の結果，2，3・一ヘキサンジオンと推定される微量のス
ポットを認めた。
　本報告の概要は日本醗酵工学会大会（1973．11，大
阪）にて発表した。
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